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令和5年度の取り組み内容

1

5月 八戸物流フォーラムの開催

7月 トラック事業者との意見交換会

8月 津軽地区物流フォーラムの開催

9月 第17回協議会の開催

9月 企業収益と賃上げの好循環の実現に向けた

価格転嫁の円滑化に関する共同宣言

10月 トラック輸送状況の実態調査の実施

10月 JAつがる弘前りんご部との意見交換

12月 八戸水産加工業協同組合連合会との意見交換

3月 第18回協議会の開催



物流フォーラムの開催
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荷主企業や物流を担うトラック運送事業者がともに「物流の2024年問題」について
考え、課題解決に向けた一歩を踏み出す機会として、青森県トラック協会の主催によ
り物流フォーラムを開催。



トラック事業者との意見交換会

◆意見交換のテーマ

• 一番懸念される課題はどのような事ですか。

• 上記の課題解決に支部（自社）として検討をされている事はありますか。

• 2024年問題を迎えるにあたり、支部（自社）で取り組んでいる事はありますか。

• 課題解決に向けて、行政に求める事はありますか。

◆訪問先と参加事業者数
令和５年７月３日（月）三八支部 13者

７月３日（月）上十三支部 ５者
７月４日（火）西北五支部 ８者
７月４日（火）弘前支部 ７者
７月６日（木）下北支部 ６者
７月12日（水）南黒支部 16者
７月12日（水）青森支部 12者

（意見交換の内容は第17回協議会資料をご参照ください。）

２０２４年問題について地域ごとに抱える問題があると考えられることから、
青森運輸支局長が青森県トラック協会各支部を訪問し、懸念される事項などについ
ての意見交換を実施。
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宣言参画機関
青森県商工会議所連合会
青森県商工会連合会
青森県中小企業団体中央会
一般社団法人青森県経営者協会
青森経済同友会
青森県中小企業家同友会、
日本労働組合総連合会青森県連合会
公益財団法人２１あおもり産業総合支援センター
経済産業省東北経済産業局
厚生労働省青森労働局
国土交通省東北運輸局青森運輸支局
青森県

企業収益と賃上げの好循環の実現に向けた価格転嫁の円滑化に関する共同宣言

昨今のエネルギー・原材料等の価格高騰により、青森県中小企業・小規模事業者
がコスト上昇分を十分に価格転嫁できていない現状を踏まえ、企業収益と賃上げの
好循環の実現に向けた価格転嫁の機運醸成を図るため、関係機関による共同宣言
を発出。（青森県の報道発表資料より）



トラック輸送状況の実態調査の実施

第15回青森県協議会（書面）にて第1回実態調査結果を報告。
調査により明らかになった課題について改善目標を令和5年度までのKPIとして設定。
KPI達成状況を把握するため、第2回目の実態調査を実施。

【調査対象】青森県トラック協会 会員事業者 【調査票送付数】６９１件
【調査方法】ＦＡＸによる送付 【有効回答数】２１７件
【調査実施時期】令和5年10～11月
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（集計結果は資料●をご参照ください。）



農産物関係団体との意見交換

農産物関係団体として、ＪＡつがる弘前りんご部との意見交換を実施。

【事務局】

◇トラック事業者の現状への理解を求め、課題解決への協力を依頼。
◇2024年４月以降、輸送力減少の恐れがあること、法令、規則の改正によるトラックドラ
イバーの労働時間削減ついて、荷主側の理解、協力を求めた。
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【ＪＡつがる弘前りんご部】

○パレット輸送については３年ほど前から試験的に進めており、荷待ちについては大幅
に短縮されている。

○しかし、パレットに積む作業が新たに発生し負担になっている。人員不足もあり、すべ
てをパレットに変えるのは難しい。

○現在使用しているりんご専用のパレットは、ダンボールの大きさにあわせた規
格となっている。パレットの回収率のデータ蓄積を行っているところ。

○ＪＡつがる弘前だけでも選果場が８カ所ある。品種ごとに選果場を分けており、仲卸の
依頼通りに出荷するとなるとどうしても複数になってしまう。
○市場の混雑についてはＪＡ側としても把握している。
○運送事業者側に対し、2024年問題への対応として今後どのような対策をするのか聞
いている。



水産物関係団体との意見交換

水産物関係団体として、八戸水産加工業協同組合連合会との意
見交換を実施。

【事務局】
◇トラック事業者の現状への理解を求め、課題解決への協力を依頼。
◇2024年４月以降、輸送力減少の恐れがあること、法令、規則の改正によるトラックドラ
イバーの労働時間削減ついて、荷主側の理解、協力を求めた。

【八戸水産加工業協同組合連合会】
○2024年４月以降、生ものについては出荷を中止するか、納入日を１日延ばしてもらう
かどうかの選択を迫られている。

○荷主の理解が前提であるが、いつどこに持っていくのか、注文をいつ貰うのか、運搬
方法をどうするのかを組み合わせていかなければ、今後対応できないと思われる。

○缶詰を含めた加工品については、顧客からの注文体制の変更、光熱費も含めた
費用の増加、人手不足、運賃値上げなど、厳しい状況。輸送方法の見直しは必要
となってくるのではないか。
○長距離だと行先はある程度決まっているので、輸送方法（車・コンテナ・船）
の組みなおしが必要となってくると思われる。

○高速道路の速度制限を緩和すれば移動時間が短縮されるので行政としても考え
て欲しい。
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